


企画展  宮城に生きる民俗
- 大崎・松山のカマガミ -

　旧仙台藩領では「かまどの神」、「家の守護神」としてカマガミと呼ばれ
る面をまつる民俗がみられます。その多くは、木製や土製ですが、松山地
域では、瓦

かわら

製のものも多く、昭和40年代まで瓦製造が盛んであった当地域
の特色を表しています。
　手触りはかたく、いかめしい表情のカマガミですが、まつり方は柔軟で、
暮らしに寄り添うやわらかな信仰のすがたがみられます。
　本展では、素材、デザイン、まつり方などの視点から大崎地方や松山地
域のカマガミの特色を紹介します。また、大崎市内で活動する木彫サーク
ル「伊

い

達
き

な木彫り塾」によるカマガミの作品展を開催し、現代に継承され
るカマガミのすがたもご覧いただきます。

学芸員が推す 松山まちあるき 広岡編　- カマガミと瓦工場 -

展示解説
・学芸員が企画展のみどころをご紹介します
・11月 8日（土）13 時 30分～14時　申込不要　入館料必要

・松山のカマガミが作られた、かつての瓦工場周辺を歩きます
・11月 22日（土）9 時 30 分～ 12 時 30 分　定員先着 10名 無料
・11月 12日（水）まで当館窓口か電話で申込　＊荒天時は中止

・講師の千葉照男氏と塾生による個性あふれるカマガミの作品展
・会期：11月 29日（土）～ 1月10日（土）
・会場：松山酒ミュージアム　
・松山ふるさと歴史館との共通券があります

［関連展示］伊
い

達
き

な木彫り塾 作品展

〒987-1304 宮城県大崎市松山千石字松山４２８番地
TEL０２２９-５５-２２１５㈹　FAX ０２２９-５５-４２３５

すべて、 松山地域の瓦製のカマガミ
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【交通案内】
●JR古川駅から車で23分
●JR松山町駅から車で5分
　バス（酒ミュージアム下車）徒歩1分


